
■司　　会　ＳＡＡ　二宮麻理子

■開会点鐘　会　長　新川　　尚

■斉　　唱　君が代、奉仕の理想　　　
　　　ＳＬ　北澤　正浩　

■出席報告

■本日の欠席者　　
斉藤、鈴木

■ビジター　　　
市川三喜男様（横浜瀬谷 RC）

■ゲスト　　　
臼井　道雄様

（JICA・S・V 経験を活かす会プロジェクトマネージャー）

宋　　謹衣様（米山奨学生）

■２月誕生記念祝　　　

佐藤　真吾会員　　　2.6
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■会長報告
　皆様こんにちは、私は風邪が長引いてしま

い、ようやく昨日くらいから楽になってきま

した。寝込む程体調を崩したのはここ１０年

くらいなかったので油断していました。皆様

も体調にはくれぐれも気をつけて頂きたいと

思います。

　先週の水曜日（27 日）に第５グループ７ク

ラブ合同例会が開催されました。参加された

会員の皆様、お疲れ様でした。私も参加した

かったのですが、珍しく仕事と重なり、参加

できませんでした。当日の模様は横浜緑 RC の

ホームページで公開されています。

横浜緑 RC ＝ http://rcmidori.org/

　ロータリー平和フェローシップへの応募が

当クラブへ来ました。ロータリー平和フェロー

シップとは、ロータリー財団が提供する奨学

金で、米国のデューク大学、ノースカロライ

ナ大学、日本の国際基督教大学、イギリスの

ブラッドフォード大学、オーストラリアのク

イーンズランド大学、スウェーデンのウプサ

ラ大学にあるロータリー平和センターで、平

和と紛争解決・予防の分野の修士号取得をめ

ざす人のための奨学金と、タイのチュラロン

コーン大学で行われる３カ月の短期集中型プ

ログラムにたいして支給される奨学金とがあ

ります。この奨学金のハードルは非常に高く、

例えば、英語に堪能であり、第二外国語に堪

「世界へのプレゼントになろう」

2015-16年度 RI会長／Ｋ.Ｒ.“ラビ”ラビンドラン　　RI.D2590ガバナー／箕田　敏彦　　横浜旭RC会長／新川　　尚

Be a gift to the world  

横浜旭ロータリークラブ

修正出席率 　     100％本日の出席率    92.31％

本日の出席数       24 名会  員  数 　 　 　 32 名
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能であることも強く推奨される。学士号を有

し、関連分野において少なくとも３年間のフ

ルタイムの職歴を有していることなどです。

このことから 2590 地区では奨学生を輩出でき

ていないのが現状です。理事会で対応を検討

したいと思います。

■幹事報告
　1/27 に開催された７クラブ合同例会にて、

２クラブより活動支援の依頼がありました。

　一つは新横浜ロータリークラブの南アフリ

カ学習支援プロジェクトです。配布いたしま

したリーフレットを参照して下さい。

　二つ目は横浜緑ロータリークラブで、古着

を集め、フィリピンマニラ郊外などに配布す

る支援をしているので、一着二着でもかまわ

ないので、クラブ毎に送ってほしいとの事で

した。市川まで連絡下さい。  

■ニコニコ box( 会員敬称略 )

市川三喜男様 ( 横浜瀬谷 RC) ／旭 RC の皆様お

目出とうございます。今年初めてお伺いしま

した。今年も宜しくお願いします。

新川　　尚／①臼井様、本日は卓話宜しくお

願いします。②瀬谷 RC 市川さん、ようこそ。

③宋さん、ようこそ。

市川　慎二／①臼井道雄様、、本日の卓話宜し

くお願い致します。②瀬谷 RC 市川さん、お久

ぶりです。③宋さん、ようこそ。

漆原恵利子／①本日は国際奉仕フォーラムよ

ろしくお願いいたします。②市川さん、よう

こそ。

吉野　寧訓／お世話になります。

安藤　達雄（公一代筆）／妻の誕生日にお花

をありがとうございました。

佐藤　真吾／①臼井様、本日はお忙しい所お

越しいただき、有り難うございます。卓話よ

ろしくお願い致します。②瀬谷 RC 市川様よう

こそ。③誕生祝いを頂き有り難うございます。

福村　　正／年末から痛めていたヘルニアが

悪化、歩けなくなり先週はお休みしました。

室伏先生に世話になっています。インフルエ

ンザが多くなってきました。ご自愛下さい。

安藤　公一／①臼井様、卓話宜しくお願いし

ます。②サッカー U23 日本代表の韓国を破っ

てのアジア№１を祝して。

北澤　正浩／①臼井道雄様、卓話よろしくお

願い致します。②市川さんようこそ。

倉本　宏昭／①臼井さま、本日はありがとう

ございます。卓話よろしくお願いします。②

瀬谷 RC 市川様、ようこそ。③吉野会員、寒い

時ですから、あまり無理しないで下さい。

佐藤　利明／①ジャイカ臼井様、卓話よろし

くお願いします。②瀬谷 RC 市川様ようこそ。

吉原　則光／今日は節分、明日は立春。春遠

からじの例会です。臼井様、ご多用のところ

卓話有り難うございます。よろしく、楽しみ

です。

■卓話 　国際奉仕フォーラム
　JICA シニア海外ボランティアに参加して
　トンガでカンピョウづくりを伝授
　　　　　　　　　　　　　　　臼井　道雄

　2OO1 年４月、JICA シニア海外ボランティア

の一員として、南太平洋に浮かぶ島国・トン

ガにわたった。

　当初の目的は「カンピョウの加工品作りの

支援」だったが、現地ではカンピヨウの栽培

技術が確立されていなかったことから、栽培

から加工品作りまでを伝授する活動を展開し

た。

　栃木県の農家の長男、として生まれ、1957

年から３年間、政府の農業青年研修生として

アメリカに派遣された経験を持つ。しかし、

帰国後は家業を継ぐことなく会社勤めを選ん

だ。そして、定年を迎えるにあたって、こん

なことを考え始めていた。「若いときにアメリ

カ研修で世話になったのだから、今度は自分

が開発途上国の人たちの役に立ちたい。」アメ

リカ研修での感動がずっと頭に残っていたん

ですね。迷うことなく、シニア海外ボランティ

アへの応募を決意した。

　「トンガで一年間はあっという間でした」と

振り返る白井さん。現地では種まきをはじめ、

カンピヨウ栽培のノウハウを指導し、パイロッ



トファームを立ち上げた。それまで手作業だっ

た皮むきのために日本から「皮むき機械」を

持ち込み、草の根運動で加工品作りのための

乾燥場も建設した。

　この活動を通じて、世界の食糧問題をあら

ためて実感しました。これからは三十年後の

世界あるいは日本の食糧問題を子供たちに伝

えていきたいですね。

　最後にシニア海外ボランティアへの応募を

考えている人たちにメッセージを送る。

　「開発途上国では、ボランティアのすべて

の行動が注目されます。どんなささいな行動

も交流の輸を広げていくきっかけになります。

それは、これまでの自分を見直すことにもな

ると思っています。」（神奈川新聞より抜粋）
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■次週の卓話
　2/17 ㈬  　「ロータリーの友と私」　　　　
　　　　　　吉原　則光会員    
　　　　　　　　　 週報担当　　今野　丁三
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